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時
効
に
お
け
る
合
意
の
自
由

齋　
　

藤　
　

由　
　

起

一 
は
じ
め
に

　

民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
法
案
（
以
下
で
は
、「
改
正
法
案
」
と
呼
ぶ
）
に
は
、
時
効
、
と
り
わ
け
消
滅
時
効
に
関
す
る
規
律
を
大

幅
に
改
正
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
消
滅
時
効
の
援
用
権
者
の
具
体
例
を
明
示
し
（
法
案
一
四
五
条
）、
②
時
効

の
停
止
と
中
断
を
完
成
猶
予
と
更
新
に
再
構
成
し
（
法
案
一
四
七
条
以
下
）、
③
協
議
を
行
う
旨
の
合
意
に
よ
る
時
効
の
完
成
猶
予
を

新
設
し
（
法
案
一
五
一
条
）、
④
債
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
原
則
的
な
時
効
期
間
と
起
算
点
に
つ
い
て
、
主
観
的
起
算
点
か
ら
の
五

年
と
客
観
的
起
算
点
か
ら
一
〇
年
の
二
重
期
間
構
成
を
採
用
し
（
法
案
一
六
六
条
）、
⑤
現
行
法
に
お
け
る
職
業
別
の
短
期
消
滅
時
効

（
現
一
七
〇
～
一
七
四
条
）
を
廃
止
し
て
④
に
吸
収
し
、
⑥
定
期
金
債
権
の
時
効
に
つ
い
て
④
と
平
仄
を
合
わ
せ
（
法
案
一
六
八
条
）、

⑦
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
長
期
期
間
の
性
質
が
消
滅
時
効
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
（
法
案
七
二
四
条
）、
⑧
生
命
又

は
身
体
の
侵
害
に
よ
る
消
滅
時
効
に
つ
い
て
、
債
権
の
発
生
原
因
を
問
わ
ず
そ
の
期
間
を
長
期
化
し
た
う
え
で
統
一
し
た
（
法
案
一
六

七
条
・
七
二
四
条
の
二
）。

　

消
滅
時
効
期
間
の
統
一
化
、
短
期
化
及
び
起
算
点
の
主
観
化
は
、
近
年
の
消
滅
時
効
法
改
正
に
お
け
る
世
界
的
な
傾
向
で
あ
り
、
日
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本
の
時
効
法
改
正
も
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
伝
統
的
に
日
本
の
民
法
典
及
び
民
法
学
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
た
ド
イ
ツ
法
や
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
改
正
に
よ
っ
て
時
効
に
お
け
る
契
約
自
由
を
拡
大
し
、
期
間
の
伸
長
等
の
合
意
を

広
く
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
改
正
法
案
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
明
文
化
は
見
送
ら
れ
た
。
改
正
法
案
に
お
け
る
沈

黙
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ま
た
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
の
可
否
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、

民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
が
実
現
し
た
後
に
お
け
る
、
右
問
題
に
対
す
る
解
釈
の
た
め
の
手
が
か
り
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
現
行
法
の
下
で
の
学
説
の
変
遷
及
び
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
（
以
下
で
は
、

「
法
制
審
」
と
呼
ぶ
）
に
お
け
る
議
論
状
況
を
整
理
し
、
日
本
に
お
け
る
問
題
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
（
二
）、
二
〇
〇
八
年

の
消
滅
時
効
法
改
正
に
よ
っ
て
時
効
に
お
け
る
合
意
の
自
由
を
広
く
認
め
る
に
至
っ
た
フ
ラ
ン
ス
法
の
法
状
況
を
分
析
し
（
三
）、
二

つ
の
法
状
況
の
比
較
に
よ
っ
て
日
本
の
解
釈
へ
の
示
唆
を
得
た
い
（
四
）。

二 

日
本
に
お
け
る
議
論
状
況

1　

従
来
の
議
論
状
況

（
1
）
伝
統
的
通
説

　

時
効
期
間
等
に
関
す
る
合
意
の
可
否
に
つ
い
て
、
日
本
の
伝
統
的
通
説
は
、
時
効
利
益
の
事
前
放
棄
の
禁
止
（
民
一
四
六
条
）
の
趣

旨
と
し
て
、
第
一
に
、
時
効
が
期
間
の
経
過
に
よ
り
権
利
の
得
喪
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
客
観
的
側
面
を
も
つ
公
益
上
の
制
度
で
あ
る

た
め
私
人
が
予
め
排
除
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
（
時
効
の
公
益
性
）、
第
二
に
、
当
事
者
の
交
渉
力
の
不
均
衡
に
よ
り
債
務
者

の
窮
状
に
乗
じ
て
時
効
利
益
の
放
棄
を
強
い
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
（
濫
用
防
止
）
を
挙
げ
、
こ
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
、
時
効
の
完
成
を

（
1
）

（
2
）
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困
難
に
す
る
合
意
（
た
と
え
ば
、
時
効
期
間
延
長
の
特
約
、
起
算
点
を
遅
ら
せ
る
特
約
、
中
断
・
停
止
事
由
を
追
加
す
る
特
約
等
）、

ま
た
、
時
効
中
断
・
停
止
を
排
除
す
る
合
意
は
無
効
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
時
効
期
間
の
短
縮
の
よ
う
に
時
効
の
完
成
を
容
易
に
す
る

合
意
は
、
一
般
に
有
効
で
あ
る
と
解
し
て
き
た
。

（
2
）
近
時
の
議
論

　

右
に
み
た
伝
統
的
通
説
は
、
現
在
で
も
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
維
持
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

　

最
近
で
は
、
民
法
一
四
六
条
の
趣
旨
と
し
て
濫
用
防
止
の
み
を
挙
げ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
な
か
で
、
原
則
的
に
時
効
完
成
を
容
易

に
す
る
合
意
の
み
が
有
効
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
多
数
を
占
め
る
。
し
か
し
他
方
で
、
時
効
期
間
の
定
め
も
一
義
的
に
は
私
人
間
の
法

律
関
係
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
私
的
自
治
に
委
ね
て
も
よ
い
と
す
る
な
ら
ば
、
合
意
に
よ
る
変
更
も
認
め
ら
れ
得

る
と
し
て
、
私
的
自
治
で
許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
だ
け
、
無
効
に
す
れ
ば
よ
い
と
の

考
え
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
伝
統
的
通
説
と
同
様
に
民
法
一
四
六
条
の
趣
旨
と
し
て
時
効
の
公
益
性
と
濫
用
防
止
の
両
方
を
挙
げ
た
う
え
で
、
時
効
は
そ

の
社
会
的
・
公
共
的
利
益
に
関
わ
る
た
め
強
行
規
定
で
あ
り
、
当
事
者
は
原
則
的
に
こ
れ
を
予
め
延
長
・
短
縮
で
き
な
い
が
、
時
効
期

間
の
延
長
や
短
縮
に
よ
っ
て
消
費
者
の
保
護
と
な
る
場
合
に
は
合
意
の
効
力
も
否
定
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
、
こ
れ
に
対
し
て
、
時
効

が
公
益
の
み
な
ら
ず
私
益
に
関
わ
る
制
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
効
期
間
変
更
の
合
意
を
一
切
認
め
な
い
こ
と
は
私
的
自
治
に
反
す

る
過
度
の
制
限
で
あ
る
と
し
て
、
期
間
の
短
縮
合
意
に
加
え
て
、
期
間
の
伸
長
の
合
意
に
つ
い
て
も
、
公
益
の
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
た

二
重
期
間
構
成
に
お
け
る
長
期
時
効
期
間
を
上
限
と
し
て
認
め
る
べ
き
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
時
効
期
間
の
合
意
に
よ
る
変
更
の
可
否
は
、
問
題
と
な
る
債
権
の
社
会
的
属
性
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
り
、
現
在
で
は
消

費
者
保
護
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

（
3
）（

4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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（
3
）
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
改
正
提
案

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
法
制
審
に
お
け
る
改
正
作
業
に
先
立
っ
て
公
表
さ
れ
た
時
効
法
改
正
案
に
も
現
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
時
効
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
の
本
案
一
七
一
条
は
、
従
来
の
通
説
を
引
き
継
ぎ
、
期
間
短
縮
の
合
意
の
み
を
原
則
的

に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
期
間
伸
長
の
合
意
を
禁
止
す
る
理
由
は
、
二
重
期
間
構
成
の
短
期
期
間
に
も
社
会
の
法
律
関
係
の
安
定
の
確

保
と
い
う
公
益
性
が
あ
り
、
期
間
伸
長
の
合
意
が
必
要
な
場
合
は
特
別
規
定
（
現
六
三
九
条
、
品
確
法
九
七
条
等
）
や
品
質
保
証
契
約

に
よ
っ
て
手
当
て
さ
れ
て
い
る
た
め
、
期
間
伸
長
の
合
意
を
一
般
的
に
認
め
る
取
引
上
の
合
理
的
必
要
性
が
見
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る

と
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
研
究
会
の
代
替
案
一
七
一
条
及
び
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
に
よ
る
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針

【
三
・
一
・
三
・
五
〇
】
は
、
二
重
期
間
構
成
の
短
期
期
間
は
当
事
者
の
私
益
を
調
整
す
る
色
彩
が
強
い
た
め
強
行
規
定
と
位
置
づ
け

る
必
要
が
な
い
と
し
て
、
一
定
の
制
約
の
下
、
期
間
短
縮
の
合
意
の
み
な
ら
ず
期
間
伸
長
の
合
意
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

近
時
に
お
い
て
時
効
期
間
の
短
縮
の
み
な
ら
ず
伸
長
の
合
意
も
認
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
台
頭
し
て
き
た
背
景
と
し
て
、
比
較
法

的
動
向
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

2　

法
制
審
に
お
け
る
議
論

　

法
制
審
に
お
い
て
は
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
に
関
す
る
近
時
の
混
沌
と
し
た
理
解
を
立
法
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
た
が
、
第
二
読
会
に
お
い
て
既
に
明
文
化
が
断
念
さ
れ
、
中
間
試
案
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
1
）
第
一
読
会
に
お
け
る
議
論

　

第
一
読
会
に
お
い
て
、
主
に
弁
護
士
会
等
が
時
効
の
公
益
性
及
び
時
効
制
度
の
公
序
性
を
強
調
し
、
他
方
で
、
研
究
者
等
が
時
効
に

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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も
私
的
自
治
の
余
地
が
あ
る
と
の
考
え
を
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
当
事
者
間
の
交
渉
力
格
差
な
い
し
力
関

係
の
不
均
衡
が
典
型
的
に
想
定
さ
れ
る
消
費
者
契
約
、
事
業
者
間
取
引
及
び
労
働
契
約
の
場
合
等
に
お
い
て
、
優
越
的
地
位
に
あ
る
当

事
者
が
劣
後
的
地
位
に
あ
る
当
事
者
に
対
し
て
、
自
己
に
と
っ
て
有
利
な
変
更
の
合
意
を
強
制
す
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
も
た
れ
て

い
る
点
は
共
通
し
て
い
た
。

　

私
的
自
治
を
前
提
に
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
可
能
を
出
発
点
と
す
る
見
解
は
、
全
て
の
債
権
に
つ
い
て
一
律
に
合
意
に
よ

る
変
更
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
契
約
の
性
質
に
よ
っ
て
時
効
期
間
を
調
整
す
る
余
地
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
か
つ
て
期
間

伸
長
の
合
意
が
認
め
ら
れ
た
場
合
と
し
て
、
保
険
法
制
定
前
の
生
命
保
険
の
保
険
金
請
求
権
の
時
効
期
間
に
つ
い
て
、
商
法
上
の
二
年

（
商
法
旧
六
六
三
条
・
旧
六
八
三
条
）
で
は
な
く
三
年
に
伸
長
さ
れ
る
約
款
が
多
用
さ
れ
、
消
費
者
の
利
益
擁
護
の
観
点
か
ら
容
認
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
時
効
の
公
益
性
や
明
確
性
の
要
請
に
つ
い
て
は
変
更
可
能
な
範
囲
を
限
定
し
た
り
、

交
渉
力
格
差
の
問
題
に
つ
い
て
は
不
当
条
項
の
問
題
と
し
て
解
決
し
た
り
、
濫
用
が
典
型
的
に
予
想
さ
れ
る
消
費
者
契
約
や
労
働
契
約

の
場
合
に
つ
い
て
は
別
個
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
時
効
制
度
の
公
序
性
を
強
調
す
る
立
場
は
合
意
に
よ
る
変
更
に
消
極
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
契
約
の
よ
う
に
交
渉
力
格
差
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
の
手
当
て
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
結
論
に
お
い
て
合
意

に
よ
る
変
更
を
可
能
と
す
る
立
場
に
歩
み
寄
る
。

　

も
っ
と
も
、
時
効
の
公
序
性
を
強
調
す
る
弁
護
士
会
で
は
、
一
定
期
間
内
に
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
権
利
を
行
使
で
き
な
く
な
る

期
間
（
権
利
行
使
期
間
）
に
つ
い
て
は
自
由
な
合
意
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
に
、
一
定
期
間
内
の
権
利
不
行
使
に
よ
り
権

利
が
消
滅
す
る
消
滅
時
効
の
期
間
は
公
序
だ
か
ら
合
意
に
よ
る
変
更
を
認
め
る
必
要
が
な
い
と
い
う
解
釈
が
多
数
意
見
を
占
め
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
権
利
行
使
期
間
と
時
効
の
扱
い
の
区
別
に
合
理
性
が
な
く
、
時
効
期
間
等
の
合
意
に
よ
る
変
更
禁
止
に

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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対
す
る
脱
法
行
為
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

（
2
）「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」

　

右
の
議
論
を
経
て
二
〇
一
一
年
四
月
一
二
日
に
決
定
さ
れ
た
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
に
お

い
て
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
に
つ
い
て
継
続
検
討
事
項
と
さ
れ
た
（
第
三
六
・
一
（
四
））。

（
3
）
第
二
読
会
に
お
け
る
議
論

　

第
三
四
回
会
議
に
お
い
て
、「
部
会
資
料
三
一
」
提
示
さ
れ
た
次
の
四
案
に
基
づ
き
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

「
ア 　

合
意
に
よ
っ
て
法
律
の
規
定
と
異
な
る
時
効
期
間
や
起
算
点
を
定
め
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
考
え
方

が
あ
り
得
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
甲
案
】 

時
効
期
間
を
延
長
す
る
合
意
［
そ
の
他
時
効
の
完
成
を
困
難
に
す
る
合
意
］
は
無
効
と
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の

と
す
る
。

【
乙
案
】 

時
効
期
間
を
短
縮
す
る
合
意
が
許
容
さ
れ
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
が
、
そ
の
際
に
、
①
弁
済
期
か
ら
㆒
年
に
満
た
な
い

時
効
期
間
の
合
意
は
無
効
と
す
る
こ
と
、
②
時
効
期
間
の
短
縮
が
濫
用
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
一
定
の
債
権
を

対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
併
せ
て
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。

【
丙
案
】 

債
権
発
生
の
時
ま
で
に
限
り
、
時
効
期
間
の
延
長
・
短
縮
や
起
算
点
を
変
更
す
る
合
意
が
許
容
さ
れ
る
旨
の
規
定
を
設

け
る
が
、
そ
の
際
に
、
①
合
意
で
定
め
る
時
効
期
間
は
債
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
［
㆒
年
／
六
か
月
］
以
上
、

一
〇
年
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
合
意
で
定
め
る
起
算
点
は
、
債
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
以
後
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
併
せ
て
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。
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【
丁
案
】 

合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
に
関
す
る
規
定
は
設
け
な
い
も
の
と
す
る
。

イ　

合
意
に
よ
っ
て
法
律
の
規
定
と
異
な
る
時
効
期
間
や
起
算
点
を
定
め
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
場
合
に
お

い
て
、
消
費
者
契
約
に
基
づ
く
債
権
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
規
定
よ
り
も
消
費
者
に
不
利
な
も
の
（
例
え
ば
、
消
費
者
の
事
業

者
に
対
す
る
債
権
の
時
効
期
間
を
短
縮
す
る
も
の
）
は
無
効
と
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。」

　

法
制
審
の
議
事
録
に
現
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
伝
統
的
通
説
を
明
文
化
す
る
【
甲
案
】
を
支
持
す
る
意
見
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
の
意
見
は
【
丁
案
】
を
支
持
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
中
間
試
案
に
お
い
て
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
を
取
り
上
げ
な
い

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、【
丁
案
】
を
支
持
す
る
意
見
に
は
多
様
な
考
え
方
が
含
ま
れ
て
お
り
、
第

二
読
会
に
お
け
る
議
論
は
、
第
一
読
会
に
お
け
る
そ
れ
と
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

一
方
の
極
と
し
て
、
時
効
は
直
接
的
に
は
私
益
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
に
、
時
効
期
間
に
関
す
る
規
定
は

任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、【
丁
案
】
の
よ
う
に
規
定
を
設
け
ず
、
ひ
ど
い
事
案
は
民
法
九
〇
条
で
対
応
す
べ
き

と
の
見
解
が
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
一
定
の
制
約
の
下
で
時
効
期
間
の
伸
長
と
短
縮
の
余
地
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、【
乙

案
】
な
い
し
【
丙
案
】
の
採
用
を
提
案
す
る
意
見
と
、
実
質
的
に
近
い
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

他
方
の
極
と
し
て
、
第
一
読
会
に
お
け
る
の
と
同
様
、
権
利
行
使
期
間
を
自
由
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
時
効
期
間
な
い
し

起
算
点
は
強
行
規
定
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
は
、
労
働
契
約

の
場
合
に
お
け
る
交
渉
力
格
差
を
利
用
し
た
時
効
期
間
の
変
更
の
合
意
が
濫
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
に
基
づ
き
、
他
の
権
利
に
つ
い

て
も
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
の
変
更
を
認
め
な
い
趣
旨
で
【
丁
案
】
の
採
用
が
主
張
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
労
働
法
研
究
者
の
立
場
か
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ら
は
、【
丁
案
】
を
採
用
し
た
と
し
て
も
解
釈
論
と
し
て
時
効
期
間
の
短
縮
合
意
が
許
容
さ
れ
る
可
能
性
は
残
る
こ
と
か
ら
、
労
働
契

約
か
ら
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
は
イ
に
よ
っ
て
特
別
の
配
慮
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
両
極
の
間
に
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
種
々
の
意
見
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
期
間
等
の
変
更
に
関
す
る
当
事
者
の
合

意
を
あ
る
程
度
の
幅
で
許
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
の
中
に
も
、
す
べ
て
の
問
題
が
任
意
規
定
か
強
行
規
定
か
割
り
切
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
し
て
、
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
な
合
意
を
正
面
か
ら
認
め
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
る
と
い
う
消
極
的
理
由
か
ら

【
丁
案
】
を
支
持
す
る
見
解
や
、
出
発
点
は
あ
く
ま
で
時
効
制
度
が
基
本
的
に
公
序
で
あ
り
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
に
お
か
れ
る
べ
き

で
あ
る
見
解
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、【
丁
案
】
の
含
意
は
実
に
多
様
で
あ
り
、
解
釈
の
可
能
性
は
開
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

（
4
）
小
括

　

法
制
審
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
意
見
を
整
理
す
る
と
大
要
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

全
て
の
意
見
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
交
渉
力
の
格
差
が
典
型
的
に
想
定
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
時
効
期
間
等
の
変
更
の
合
意
の

濫
用
を
防
止
す
る
規
制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
、
一
方
で
有
力
な
の
は
、
時
効
の
私
益
性
に
照
ら
し
て
、
時
効
期
間
等
を
変
更
す
る
合
意
を
原
則
的
に
認

め
よ
う
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
も
、
時
効
期
間
以
外
の
起
算
点
・
時
効
障
害
に
つ
い
て
変
更
の
可
能
性

を
認
め
る
か
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
時
効
障
害
に
つ
い
て
、
時
効
期
間
の
変
更
を
認
め
る
な
ら

ば
時
効
障
害
事
由
の
変
更
を
認
め
る
方
が
論
理
的
に
一
貫
す
る
と
い
う
考
え
と
、
時
効
障
害
に
つ
い
て
変
更
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い

と
の
考
え
と
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
特
約
に
よ
り
時
効
期
間
の
短
縮
さ
れ
た
債
権
が
譲
渡
又
は
差
押
え
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
特
約
を
債
務
者
が
主
張
で
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き
る
か
、
債
権
者
と
主
債
務
者
が
主
債
務
の
時
効
期
間
の
変
更
を
合
意
し
た
場
合
に
保
証
人
に
対
し
て
対
抗
で
き
る
か
、
と
い
っ
た
よ

う
に
、
時
効
に
関
す
る
合
意
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
合
意
に
よ
る
変
更
の
可
否
に
議
論

が
集
中
し
た
た
め
、
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
実
務
か
ら
は
、
時
効
制
度
の
公
序
性
に
基
づ
き
合
意
に
よ
る
変
更
を
原
則
的
に
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
の
見
解
も

有
力
で
あ
る
が
、
こ
の
立
場
は
、
権
利
行
使
期
間
に
つ
い
て
自
由
に
決
定
・
変
更
で
き
る
と
の
理
解
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
務
上

の
慣
行
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
特
筆
す
べ
き
は
、
銀
行
界
及
び
経
済
界
を
代
表
す
る
委
員
か
ら
は
、
実
務
上
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
の
ニ
ー

ズ
が
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
の
可
否
は
中
間
試
案
の
前
に
姿
を
消
し
た
。
し
か
し
、
法
制
審
で
の
議
論

状
況
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
時
効
制
度
の
趣
旨
を
ど
う
捉
え
る
か
は
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
の
可
否
に
対
す
る
考
え
を
大
き

く
左
右
す
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は
議
論
に
決
着
が
つ
か
ず
、
時
効
期
間
、
起
算
点
及
び
法
定
の
時
効
障
害
事
由
か
ら
な
る
時
効
制

度
の
枠
組
み
全
体
の
あ
り
方
と
結
び
付
け
て
実
質
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

三 

フ
ラ
ン
ス
法
の
状
況

　

そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
日
本
民
法
の
時
効
規
定
の
基
礎
を
な
す
フ
ラ
ン
ス
法
の
展
開
を
、
民
事
時
効
の
改
正
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年

六
月
一
七
日
の
法
律
第
五
六
一
号
（
以
下
で
は
「
二
〇
〇
八
年
改
正
」
と
呼
ぶ
）
の
前
後
に
分
け
て
分
析
す
る
。
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1　

二
〇
〇
八
年
改
正
前
の
状
況

　

改
正
前
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
旧
二
二
二
〇
条
は
、「
時
効
は
、
予
め
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
完
成
し
た
時
効
は
、
放
棄
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
日
本
の
現
一
四
六
条
と
同
様
に
時
効
の
事
前
放
棄
を
禁
止
し
て
い
た
。
同
条
に
基
づ
き
、
時
効
期
間
を

短
縮
す
る
合
意
は
許
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
伸
長
す
る
合
意
は
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
き
た
。
期
間
伸
長
の
合
意
は
事
前
放
棄
の
禁

止
の
潜
脱
を
容
易
に
し
、
債
務
者
か
ら
事
実
上
時
効
利
益
を
奪
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、
破
毀
院
は
、
当
事
者
の
合

意
に
よ
る
停
止
及
び
中
断
事
由
の
追
加
を
認
め
て
き
た
。

（
1
）
時
効
期
間
短
縮
の
合
意

　

破
毀
院
は
、
保
険
金
請
求
権
、
鉄
道
運
送
契
約
に
お
け
る
運
賃
返
還
請
求
権
等
に
つ
い
て
、
法
定
の
時
効
期
間
を
約
款
に
よ
っ
て
短

縮
す
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
破
毀
院
民
事
部
一
八
九
五
年
一
二
月
四
日
判
決
（【
判
例
①
】）
は
、
鉄
道
運
送
契
約
約
款
に
お
い
て
、「
運
賃
表
に
示
さ

れ
た
条
件
の
誤
っ
た
適
用
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
訴
権
は
、
発
送
の
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
行
使
さ
れ
た
場
合
に
し
か
受
理
し
得
な
い
」

と
し
て
、
商
法
典
旧
一
〇
八
条
所
定
の
時
効
期
間
よ
り
も
短
い
時
効
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
た
事
案
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

時
効
期
間
の
短
縮
条
項
を
有
効
と
し
た
。

　
「
民
法
典
二
二
二
〇
条
の
規
定
は
、
時
効
利
益
を
放
棄
し
て
訴
権
を
永
久
の
権
利
に
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
訴
権
を

法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
よ
り
も
限
ら
れ
た
条
件
で
行
使
さ
せ
る
条
項
は
、
こ
れ
に
抵
触
す
る
ど
こ
ろ
か
、
両
立
す
る
。
こ
れ
に
関

す
る
合
意
の
自
由
は
、
明
文
規
定
に
よ
っ
て
、
又
は
、
公
序
良
俗
に
基
づ
き
、
例
外
的
に
し
か
制
限
さ
れ
得
な
い
」。

　

な
お
、
保
険
契
約
に
関
す
る
一
九
三
〇
年
七
月
一
三
日
の
法
律
に
よ
り
、
保
険
契
約
か
ら
生
じ
る
全
て
の
訴
権
の
時
効
期
間
は
そ
れ

を
発
生
さ
せ
る
出
来
事
の
日
か
ら
二
年
間
と
さ
れ
（
二
五
条
、
現
保
険
法
典
Ｌ
．
一
一
四
─
一
条
）、
こ
の
時
効
期
間
は
保
険
証
書
の
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条
項
に
よ
っ
て
短
縮
さ
れ
得
な
い
と
さ
れ
た
（
二
六
条
、
現
保
険
法
典
Ｌ
．
一
一
四
─
三
条
）。
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
会
社
に
よ
る
濫

用
的
短
縮
条
項
か
ら
被
保
険
者
を
保
護
し
て
い
る
。

（
2
）
合
意
に
よ
る
停
止

　

破
毀
院
は
、
時
効
の
進
行
開
始
後

0

0

0

0

0

0

0

0

に
、
当
事
者
が
時
効
の
一
時
的
な
停
止
を
合
意
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
。

　

ま
ず
、
破
毀
院
予
審
部
一
八
五
三
年
六
月
二
二
日
判
決
（【
判
例
②
】）
は
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
運
河
通
行
料
請
求
権
の
一
年
の
法
定

時
効
期
間
に
つ
い
て
、
Ｘ
と
Ｙ
と
の
間
で
、
Ｘ
の
通
行
料
徴
収
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
判
断
す
る
ま
で
の
期
間

中
全
て
の
訴
求
を
停
止
す
る
旨
の
合
意
が
あ
っ
た
と
し
て
、
時
効
の
停
止
を
認
め
た
。
そ
の
間
、
Ｙ
は
債
権
者
を
特
定
で
き
ず
、
Ｘ
も

権
利
を
行
使
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
破
毀
院
第
一
民
事
部
一
九
六
八
年
三
月
一
三
日
判
決
（【
判
例
③
】）
は
、
民
法
典
旧
二
二
二
〇
条
は
「
時
効
利
益
の
事
前
放

棄
を
禁
止
す
る
が
、
債
務
発
生
後
か
つ
時
効
進
行
中
に
、
当
事
者
間
で
時
効
の
停
止
を
行
使
す
る
合
意
を
締
結
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
明
確
に
述
べ
た
。

　

民
法
典
旧
二
二
二
〇
条
の
「
予
め
」
と
い
う
用
語
に
は
、
時
効
の
進
行
開
始
前
と
時
効
完
成
前
と
い
う
二
つ
の
解
釈
が
あ
り
得
る
と

こ
ろ
、【
判
例
③
】
は
、
同
条
に
よ
り
合
意
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
時
効
の
進
行
開
始
前
で
あ
る
契
約
時
に
限
ら
れ
る
と
解
し
た
も
の
で

あ
る
。
プ
リ
ウ
ー
ル
は
、【
判
例
③
】
に
つ
い
て
、
停
止
の
合
意
に
よ
っ
て
債
務
の
正
統
性
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
の
間
だ
け
進
行
中

の
時
効
を
一
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
本
判
決
が
合
意
に
よ
る
停
止
を
認
め
た
実
質
的
理
由

に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。

（
3
）
中
断
事
由
の
追
加
の
合
意

　

合
意
に
よ
る
中
断
事
由
の
追
加
の
可
否
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
時
効
中
断
事
由
に
関
す
る
日
仏
の
相
違
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
45
）

（
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）

（
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二
〇
〇
八
年
改
正
前
の
時
効
中
断
事
由
は
、
裁
判
上
の
呼
出
し
、
レ
フ
ェ
レ
（
一
九
八
五
年
七
月
五
日
の
法
律
に
よ
り
追
加
）、
支

払
命
令
又
は
差
押
え
（
民
法
典
旧
二
二
四
四
条
）、
勧
解
の
呼
出
し
（
民
法
典
旧
二
二
四
五
条
）
及
び
債
務
者
の
承
認
（
民
法
典
旧
二

二
四
八
条
）
で
あ
っ
た
。「
裁
判
上
の
呼
出
し
」
の
解
釈
は
判
例
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
て
き
た
が
、
裁
判
外
の
請
求
（
催
告
）
に
つ
い

て
は
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
時
効
中
断
効
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
旧
民
法
以
来
（
旧
民
法
証
拠
編

一
一
六
条
）、
催
告
に
時
効
中
断
効
が
認
め
ら
れ
る
が
（
民
法
一
五
三
条
）、
こ
れ
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
裁
判
外
の
請
求
で
あ
る
催
告
に
よ
っ
て
債
権
者
が
明
確
に
満
足
を
得
る
意
思
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と

し
て
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
及
び
学
説
に
反
対
し
て
、
時
効
の
暫
定
的
中
断
効
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は

執
達
吏
に
よ
る
送
達
を
想
定
し
て
い
た
。
現
在
の
よ
う
に
無
方
式
の
催
告
に
よ
っ
て
時
効
の
暫
定
的
中
断
が
生
じ
る
と
し
た
の
は
、
執

達
吏
制
度
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
た
現
行
民
法
の
起
草
者
梅
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
合
意
に
よ
っ
て
中
断
事
由
を
追
加
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
民
法
典
が
裁
判

外
の
請
求
に
よ
る
（
暫
定
的
）
中
断
効
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

時
効
中
断
事
由
の
拡
大
解
釈
は
、
保
険
契
約
に
関
す
る
一
九
三
〇
年
法
の
制
定
前
、
合
意
に
よ
っ
て
短
期
の
時
効
期
間
（
六
か
月
な

い
し
一
年
）
が
定
め
ら
れ
た
事
案
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
判
例
に
は
、
鑑
定
の
た
め
の
レ
フ
ェ
レ
の
訴
え
提
起
や
レ
フ
ェ
レ

へ
の
手
続
参
加
が
「
請
求
（dem

ande

）」
と
し
て
時
効
を
中
断
す
る
と
し
た
も
の
、
保
険
事
故
発
生
後
に
被
保
険
者
が
保
険
会
社
に

送
付
し
た
手
紙
が
「
裁
判
上
の
訴
権
行
使
（action judiciaire

）」
に
該
当
し
な
い
と
し
た
も
の
、
が
あ
っ
た
。
学
説
に
は
、
合
意
に

よ
る
時
効
期
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
消
滅
時
効
は
約
定
の
失
権
（déchéances conventionnelles

）
と
な
る
た
め
、
時
効
中
断
事
由
と

し
て
裁
判
上
の
請
求
を
定
め
る
民
法
典
旧
二
二
四
四
条
の
適
用
を
合
意
に
よ
っ
て
排
除
で
き
る
と
す
る
ボ
ー
ド
リ
─
ラ
カ
ン
テ
ィ
ヌ

リ
ー
＝
テ
ィ
シ
エ
の
見
解
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
三
〇
年
法
に
よ
り
、
民
法
上
の
時
効
中
断
事
由
の
他
に
鑑
定
人
の
選
任
又
は

（
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受
取
通
知
付
書
留
郵
便
が
中
断
事
由
と
し
て
規
定
さ
れ
（
同
法
二
六
条
、
現
保
険
法
典
Ｌ
．
一
一
四
─
二
条
）、
保
険
金
請
求
権
に
関

す
る
時
効
中
断
事
由
の
合
意
に
よ
る
追
加
は
問
題
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
で
は
、
民
法
典
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
中
断
事
由
の
制
度
は
公
序
で
は
な
い
と
す
る
プ
ラ
ニ
オ
ル
＝
リ
ペ
ー

ル
の
見
解
が
登
場
し
た
が
、
長
い
間
判
例
上
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
破
毀
院
第
一
民
事
部
二
〇
〇
二
年
六
月
二
五
日
判
決
（【
判
例
④
】）
は
、
Ｘ
（
フ
ラ
ン
ス
テ
レ
コ
ム
）
が
Ｙ
に
対
し

て
電
話
加
入
契
約
に
基
づ
く
通
話
料
金
の
支
払
の
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
が
郵
便
及
び
電
気
通
信
法
典
一
二
六
条
（
当

時
）
の
定
め
る
一
年
の
消
滅
時
効
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
Ｘ
が
電
話
加
入
契
約
約
款
中
に
、
加
入
者
又
は
フ
ラ
ン
ス
テ
レ
コ
ム
が

普
通
郵
便
を
含
む
手
紙
を
送
付
す
る
と
時
効
が
中
断
さ
れ
る
旨
の
条
項
が
あ
る
の
で
、
通
話
料
金
請
求
書
の
送
付
に
よ
っ
て
時
効
が
中

断
さ
れ
た
と
主
張
し
た
事
案
に
つ
い
て
、「
民
法
典
二
二
四
四
条
の
規
定
は
公
序
で
は
な
く
、
当
事
者
が
そ
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
て
、
約
款
で
定
め
ら
れ
た
手
紙
の
送
付
に
よ
っ
て
、
郵
便
及
び
電
気
通
信
法
典
一
二
六
条
の
時
効
を
中
断
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
た
。

　

本
判
決
に
対
し
て
、
ス
ト
フ
ェ
ル
─
マ
ン
ク
は
、
民
法
典
旧
二
二
四
四
条
の
公
序
性
を
一
般
論
と
し
て
否
定
し
な
く
て
も
、
郵
便
及

び
電
気
通
信
法
典
Ｌ
．
一
二
六
条
の
解
釈
と
し
て
同
じ
結
論
を
導
き
出
せ
た
は
ず
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
以
前
の
判
例
で
問

題
と
な
っ
て
い
た
保
険
契
約
の
場
合
の
被
保
険
者
に
よ
る
手
紙
（
請
求
書
）
の
送
付
に
よ
る
中
断
は
、
保
険
金
請
求
の
事
案
で
は
、
通

常
、
そ
の
後
迅
速
に
訴
訟
提
起
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
判
決
に
よ
り
、
裁
判
上
の
権

利
確
定
の
な
い
方
法
に
よ
っ
て
債
務
者
が
公
的
に
防
御
す
る
機
会
な
く
し
て
時
効
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
さ
れ
た
請
求
書
の
送
付
に
よ
っ
て
永
久
に
時
効
に
か
か
ら
な
い
権
利
が
容
易
に
創
設
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
批
判
す
る
。
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（
4
）
小
括

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
改
正
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
民
法
典
旧
二
二
二
〇
条
の
解
釈
と
し
て
時
効
期
間
を
伸
長
す
る
合

意
は
否
定
さ
れ
て
い
た
が
、
時
効
期
間
を
短
縮
す
る
合
意
の
ほ
か
、
時
効
期
間
の
間
接
的
延
長
に
つ
な
が
る
停
止
の
合
意
や
中
断
事
由

を
追
加
す
る
合
意
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
実
際
に
問
題
と
な
っ
た
事
案
は
、
一
定
の
類
型
化
が
可
能
で
あ
る
。

　

一
九
三
〇
年
法
制
定
前
の
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
保
険
約
款
に
よ
り
極
め
て
短
期
の
時
効
期
間
が
定
め
ら
れ
る
の
が
常
態
で
あ
り
、

そ
の
引
換
え
と
し
て
、
約
款
に
定
め
ら
れ
た
中
断
事
由
の
文
言
を
被
保
険
者
の
有
利
に
解
釈
し
、
民
法
典
に
定
め
ら
れ
た
よ
り
も
広
く

中
断
事
由
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

保
険
契
約
以
外
の
場
面
で
も
、
時
効
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
付
合
契
約
に
お
い
て
で
あ
り
、
約
款
作
成
者
に
有
利
に
短

縮
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
合
意
に
よ
る
停
止
は
、
短
期
の
時
効
期
間
が
進
行
を
開
始
し
た
後
に
な
っ
て
当
該
債
権
の
正
統

性
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
、
当
事
者
間
で
一
時
的
な
不
訴
求
が
合
意
さ
れ
た
と
き
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
合
意
に
よ
る
停
止
及
び
中
断
事
由
の
追
加
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
は
、
当
時
の
三
〇
年
の
普
通
時
効
期
間
（
民
法

典
旧
二
二
六
二
条
）
と
比
べ
て
極
め
て
短
期
の
時
効
期
間
が
合
意
又
は
法
定
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
停
止
及
び

中
断
事
由
の
追
加
が
短
期
の
時
効
期
間
を
緩
和
し
て
債
権
者
の
権
利
行
使
の
機
会
を
確
保
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
た
め
、
時
効
期

間
が
間
接
的
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、【
判
例
④
】
以
前
の
諸
判
決
に
お
い
て
は
、
そ
の
事

案
に
照
ら
し
て
、
合
意
に
よ
る
停
止
・
中
断
事
由
の
追
加
に
よ
っ
て
も
、
訴
権
を
「
永
久
の
権
利
」
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
民
法

典
旧
二
二
二
〇
条
の
趣
旨
に
も
反
す
る
恐
れ
が
な
い
と
考
え
ら
え
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、【
判
例
④
】
は
、
短
期
時
効
期
間
を
前
提
と
す
る
も
の
の
、
時
効
中
断
事
由
は
公
序
で
は
な
い
と
の
一
般
論
を
掲

げ
て
約
款
作
成
者
に
有
利
と
な
る
中
断
事
由
の
追
加
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
保
険
契
約
に
お
け
る
中
断
事
由
の
追
加
の
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場
面
と
は
異
質
の
考
慮
が
働
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
〇
年
の
普
通
時
効
期
間
を
超
え
な
い
限
り
で
、
期
間
の
増
減
が
一
定
程
度
許
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

2　

二
〇
〇
八
年
改
正
と
そ
の
後
の
法
状
況

　

二
〇
〇
八
年
改
正
に
よ
っ
て
も
、
時
効
利
益
の
事
前
放
棄
の
禁
止
は
、
民
法
典
旧
二
二
二
〇
条
か
ら
表
現
を
変
え
て
、
残
さ
れ
て
い

る
（
民
法
典
二
二
五
〇
条
）。
し
か
し
他
方
で
、
一
定
の
枠
内
で
合
意
の
自
由
を
広
く
認
め
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

（
1
）
二
〇
〇
八
年
改
正
に
お
け
る
議
論
の
経
緯

　

時
効
に
お
け
る
契
約
自
由
の
拡
大
が
提
案
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
に
公
表
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
債
務
法
及
び
時
効
法
改
正
草
案
（
カ

タ
ラ
草
案
）
の
時
効
法
改
正
に
関
す
る
部
分
（
以
下
で
は
、「
マ
ロ
リ
ー
草
案
」
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
マ
ロ
リ
ー
草
案
は
、

一
般
債
権
の
時
効
期
間
を
三
年
と
す
る
提
案
を
し
た
う
え
で
、
ド
イ
ツ
法
や
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
効
規
定
全
体
が

契
約
自
由
の
拡
大
に
よ
っ
て
柔
軟
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
っ
て
、
一
年
以
上
か
つ
一
〇
年
以
内
で
時

効
期
間
を
短
縮
又
は
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
提
案
し
た
（
マ
ロ
リ
ー
草
案
二
二
三
五
条
二
項
）。
上
限
及
び
下
限
期
間
を
定

め
た
の
は
、
時
効
中
断
事
由
を
公
序
で
は
な
い
と
し
た
【
判
例
④
】
か
ら
そ
の
副
作
用
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、

マ
ロ
リ
ー
草
案
は
、
合
意
に
よ
る
停
止
及
び
中
断
事
由
の
追
加
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
マ
ロ
リ
ー
草
案
二
二
七
八
条

一
項
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
七
年
六
月
に
公
表
さ
れ
た
債
務
法
及
び
時
効
法
改
正
草
案
に
関
す
る
破
毀
院
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報

告
書
は
、
時
効
期
間
の
合
意
に
よ
る
変
更
自
由
を
認
め
る
マ
ロ
リ
ー
草
案
に
対
し
て
、
時
効
期
間
等
の
変
更
が
契
約
上
弱
い
地
位
に
あ

る
当
事
者
に
強
制
さ
れ
る
危
険
を
考
慮
し
て
、
全
員
一
致
で
反
対
す
る
と
し
た
。
保
険
契
約
者
の
不
利
に
時
効
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
の

（
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）
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が
常
態
化
し
て
い
た
保
険
契
約
に
関
す
る
一
九
三
〇
年
法
以
前
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
議
論
の
対
立
は
、
日
本
の
法
制
審
の
議
論
に
お
い
て
み
ら
れ
た
の
と
同
様
の
構
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
と
は
反
対
に
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
時
効
に
お
け
る
合
意
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
そ
の
限
界
を
明
文
化
す
る
立
法
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　

合
意
に
よ
る
時
効
期
間
の
変
更
及
び
停
止
・
中
断
事
由
の
追
加
を
認
め
る
改
正
案
は
、
当
初
元
老
院
に
提
出
さ
れ
た
原
案
に
既
に
含

ま
れ
て
い
た
。
時
効
期
間
の
伸
長
の
合
意
は
、
従
来
時
効
利
益
の
一
部
放
棄
と
し
て
学
説
上
禁
止
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
判
例
が
合
意

に
よ
る
停
止
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
時
効
期
間
の
間
接
的
な
伸
長
を
肯
定
し
て
き
た
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
、
時
効
期
間
短
縮
の
合
意
は
、

債
権
者
の
権
利
行
使
の
可
能
性
を
奪
わ
な
い
限
り
で
許
容
さ
れ
る
と
す
る
。
他
方
で
、
当
事
者
の
力
関
係
の
不
均
衡
に
よ
り
契
約
自
由

の
拡
大
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
付
合
契
約
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
文
の
あ
る
保
険
法
典
に
加
え
て
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
も
、
時
効

に
関
す
る
合
意
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
他
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
元
老
院
及
び
国
民
議
会
の
審
議
に
お
い
て
修
正
案
が
提
出

さ
れ
て
禁
止
規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
詳
し
く
は
後
述
三
2
（
2
）（
ｂ
）
を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
時
効
に
関
す
る
合
意
を
広
く
認
め
る
規
定
を
お
き
、
他
方
で
弱
者
保
護
目
的
や
定
期
金
債
務
の
性
質
等
に
照

ら
し
て
、
時
効
に
関
す
る
合
意
の
自
由
を
一
切
に
排
除
す
る
規
定
を
同
時
に
立
法
し
て
い
る
点
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
特
色
で
あ
る
。

（
2
）
民
法
典
二
二
五
四
条
に
よ
る
合
意
の
自
由
と
例
外
規
定

　

右
の
よ
う
な
経
緯
で
実
現
し
た
二
〇
〇
八
年
改
正
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
現
在
の
法
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
ａ
）
原
則
─
─
合
意
の
自
由

　

民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
及
び
二
項
は
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
を
広
く
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
当
事
者
は
、
合

意
に
よ
っ
て
時
効
期
間
を
短
縮
又
は
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
年
未
満
に
短
縮
し
、
又
は
一
〇
年
を
超
え
て
伸
長
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」（
一
項
）。
ま
た
、「
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
っ
て
時
効
の
中
断
又
は
停
止
事
由
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
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（
二
項
）。

　

た
だ
し
、
起
算
点
の
延
期
、
停
止
又
は
中
断
は
権
利
発
生
時
か
ら
二
〇
年
を
超
え
て
時
効
期
間
を
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
（
上
限
期
間
。
民
法
典
二
二
三
二
条
一
項
）、
永
久
に
時
効
が
完
成
し
な
く
な
る
こ
と
を
防
い
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
及
び
二
項
は
時
効
期
間
及
び
時
効
障
害
事
由
に
関
す
る
合
意
の
自
由
を
認
め
る
が
、
改
正

前
と
の
比
較
に
よ
る
大
き
な
変
更
点
は
、
時
効
期
間
を
伸
長
す
る
合
意
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
効
期
間
の
ド
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
短
期
化
に
対
す
る
緩
和
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
〇
八
年
改
正
前
の
普
通
時
効
期
間
が
三

〇
年
（
民
法
典
旧
二
二
六
二
条
）、
商
事
時
効
で
も
一
〇
年
（
商
法
典
旧
Ｌ
．
一
一
〇
─
四
条
一
項
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
改
正

に
よ
り
、
民
法
上
の
短
期
時
効
（
民
法
典
旧
二
二
七
一
条
～
二
二
七
五
条
）
及
び
商
事
時
効
が
廃
止
さ
れ
、
人
身
損
害
の
賠
償
を
目
的

と
す
る
民
事
責
任
訴
権
を
除
く
債
権
一
般
に
つ
い
て
、
普
通
時
効
期
間
が
「
権
利
者
が
そ
の
権
利
の
行
使
を
可
能
と
す
る
事
実
を
知
り
、

又
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
時
か
ら
、
五
年
」（
民
法
典
二
二
二
四
条
）
に
短
縮
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
さ
な
変
更
点
と
し
て
、
従
来
の
判
例
（【
判
例
②
】【
判
例
③
】）
に
よ
れ
ば
合
意
に
よ
る
停
止
は
債
務
発
生
後
か
つ
時
効

進
行
開
始
後
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
契
約
締
結
時
に
停
止
事
由
を
追
加
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

（
ｂ
）
例
外
─
─
合
意
に
よ
る
変
更
の
禁
止

　

債
権
の
性
質
又
は
契
約
当
事
者
間
の
交
渉
力
に
格
差
が
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
つ
い
て
、
合
意
に
よ
る
変
更
を
禁
止
す
る

規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。

（
ⅰ
）
民
法
典
二
二
五
四
条
三
項

　

民
法
典
二
二
五
四
条
三
項
は
、「
賃
金
、
定
期
金
、
定
額
小
作
料
、
扶
養
定
期
金
、
賃
料
、
賃
借
人
の
負
担
費
用
又
は
貸
金
利
息
に

関
す
る
支
払
訴
権
又
は
返
還
訴
権
、
一
年
毎
又
は
一
年
よ
り
短
期
の
期
間
で
定
期
的
に
支
払
う
べ
き
も
の
に
関
す
る
支
払
訴
権
」
に
つ
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い
て
、
同
条
一
項
及
び
二
項
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
賃
金
、
定
期
金
、
定
額
小
作
料
、
賃
料
、
賃
借
人
の
負
担
費
用
」
に
つ
い
て
は
、
契
約
上
弱
い
立
場
に
あ
る
者
の
犠

牲
を
避
け
る
た
め
に
時
効
期
間
の
変
更
等
に
関
す
る
合
意
が
禁
止
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
使
用
者
が
従
業
員
に
対
し
て
賃
金
の
支
払

訴
権
又
は
返
還
訴
権
に
つ
い
て
短
縮
を
強
制
し
た
り
、
事
業
者
た
る
賃
貸
人
が
賃
借
人
に
対
し
て
賃
料
の
支
払
又
は
返
還
訴
権
に
つ
い

て
伸
長
を
強
制
し
た
り
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
扶
養
定
期
金
、
貸
金
利
息
に
関
す
る
支
払
訴
権
又
は
返
還
訴
権
」
は
、
定
期
的
支
払
債
務
と
い
う
性
質
に
着
目
し
、
債
務

者
が
莫
大
な
延
滞
金
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
時
効
期
間
等
の
変
更
の
合
意
が
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
解

放
未
成
年
者
及
び
後
見
に
付
さ
れ
た
成
年
者
に
関
す
る
時
効
の
起
算
及
び
進
行
の
停
止
を
定
め
る
民
法
典
二
二
三
五
条
と
平
仄
を
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ⅱ
）
民
法
典
以
外
の
規
定

　

ま
ず
、
保
険
契
約
か
ら
生
じ
る
全
て
の
訴
権
は
、
そ
の
訴
権
が
発
生
し
た
出
来
事
の
時
か
ら
二
年
で
時
効
に
か
か
り
（
保
険
法
典
Ｌ
．

一
一
四
─
一
条
一
項
）、
民
法
上
の
中
断
事
由
の
ほ
か
に
鑑
定
人
の
選
任
及
び
受
取
証
書
付
書
留
郵
便
の
送
付
に
よ
る
中
断
が
法
定
さ

れ
て
い
る
が
（
同
法
典
Ｌ
．
一
一
四
─
二
条
）、
保
険
契
約
の
当
事
者
は
、
合
意
に
よ
っ
て
も
、
時
効
期
間
を
変
更
し
た
り
停
止
又
は

中
断
事
由
を
追
加
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
法
典
Ｌ
．
一
一
一
─
二
条
・
Ｌ
．
一
一
四
─
三
条
）。
こ
れ
は
保
険
契
約
に
関

す
る
一
九
三
〇
年
法
以
来
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
共
済
法
典
Ｌ
．
二
二
一
─
一
二
─
一
条
も
同
様
の
禁
止
規
定
を
設
け
て
い

る
。

　

次
に
、
消
費
法
典
Ｌ
．
二
一
八
─
一
条
（
二
〇
〇
八
年
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
旧
Ｌ
．
一
三
七
─
一
条
が
二
〇
一
六
年
三
月
一
四

日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
現
在
の
条
文
番
号
に
な
っ
た
）
は
、
事
業
者
と
消
費
者
と
の
間
の
契
約
に
つ
い
て
、
民
法
典
二
二
五
四
条

（
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の
適
用
を
除
外
し
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
（durée

）
の
変
更
、
停
止
及
び
中
断
事
由
の
追
加
を
禁
止
す
る
。

　

保
険
契
約
は
当
然
に
、
消
費
者
契
約
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
付
合
契
約
で
あ
り
、
契
約
上
弱
い
地
位
に
あ
る
保
険
契
約
者
（
被
保
険

者
）
や
消
費
者
は
交
渉
す
る
余
地
が
な
い
ま
ま
、
時
効
に
関
す
る
不
利
な
合
意
を
押
し
付
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
、
二
〇
〇
八
年
法
は
、
差
別
に
対
す
る
闘
い
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
へ
の
適
合
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
労
働
法
の
領
域
に
つ

い
て
も
同
様
の
規
定
を
置
い
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
法
典
Ｌ
．
一
一
三
四
─
五
条
及
び
公
務
員
の
権
利
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七

月
一
三
日
法
七
条
の
二
は
、
労
働
者
及
び
公
務
員
の
差
別
に
基
づ
く
損
害
賠
償
訴
権
に
つ
い
て
、
差
別
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
を
起
算

点
と
す
る
五
年
の
時
効
に
つ
い
て
（
一
項
）、「
こ
の
期
間
（délai

）
は
合
意
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
二
項
）
と
し

て
、
時
効
期
間
等
の
合
意
に
よ
る
い
か
な
る
変
更
も
禁
止
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
時
効
期
間
等
に
関
す
る
一
切
の
変
更
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
民
法
典
二
二
五
四
条
三
項

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
支
払
義
務
を
負
う
債
務
者
の
負
債
の
累
積
を
防
ぐ
た
め
に
は
債
務
者
に
不
利
な
変
更
の
み
を
禁
止
す
れ
ば
よ

く
、
ま
た
、
消
費
法
典
Ｌ
．
一
三
七
─
一
条
（
現
二
一
八
─
一
条
）
も
、
消
費
者
に
有
利
な
変
更
ま
で
禁
止
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ

る
と
の
批
判
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
典
型
的
な
場
合
の
規
定
だ
け
で
濫
用
的
場
面
の
全
て
に
対
応
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。
例

え
ば
、
事
業
者
間
契
約
に
お
い
て
当
事
者
間
に
力
関
係
の
不
均
衡
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
濫
用
的
条
項
の
効
力
が
問
題
と
な
る
。

（
3
）
残
さ
れ
た
解
釈
問
題

　

最
後
に
、
合
意
に
よ
る
時
効
期
間
等
の
変
更
及
び
停
止
・
中
断
事
由
の
追
加
を
認
め
る
民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
及
び
二
項
を
め
ぐ

る
解
釈
問
題
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）



（阪大法学）66（3・4-204）　660 〔2016.11〕

（
ａ
）
民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
に
違
反
し
た
条
項
の
効
力

　

民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
の
定
め
る
下
限
又
は
上
限
期
間
を
超
え
る
時
効
期
間
を
定
め
た
条
項
が
全
部
無
効
に
な
る
の
か
、
法
定
の

下
限
又
は
上
限
期
間
を
超
え
る
部
分
の
み
一
部
無
効
と
な
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
点
、
こ
の
よ
う
な
条
項
の
全
部
が
「
書
か

れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（réputé non écrit

）」
と
解
す
る
場
合
に
は
、
合
意
さ
れ
た
無
効
な
期
間
が
適
法
な
期
間
に
置
き

換
え
ら
れ
、
他
方
で
、
法
定
の
下
限
又
は
上
限
期
間
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
制
裁
を
加
え
れ
ば
よ
い
と
解
す
る
な
ら
ば
、
超
過

部
分
に
つ
い
て
の
み
「
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
と
の
二
通
り
の
解
釈
が
あ
り
得
る
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
年
又
は
一
〇
年
と
い
う
適
法
な
期
間
に
な
る
と
い
う
結
論
は
同
じ
で
あ
る
。

（
ｂ
）
起
算
点
を
変
更
す
る
合
意
の
可
否

　

合
意
に
よ
る
起
算
点
の
変
更
の
可
否
は
、
民
法
典
二
二
五
四
条
の
文
言
か
ら
明
ら
か
で
は
な
い
。
仮
に
立
法
者
が
起
算
点
の
変
更
を

黙
示
的
に
認
め
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
民
法
典
二
二
五
四
条
の
一
項
と
二
項
の
い
ず
れ
を
根
拠
に
す
る
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、
起
算
点
を
時
効
期
間
と
結
び
付
け
て
民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
の
解
釈
問
題
と
捉
え
、
一
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
制
限
の
中

で
起
算
点
の
変
更
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
学
説
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
法
定
の
起
算
点
で
あ
る
主
観
的
起
算
点
（
民
法
典
二
二
二
四
条
）
は
法
的
安
全
に
と
っ
て
不
都
合
で
あ
り
、
と
り
わ
け
企
業

間
取
引
に
お
い
て
は
特
定
の
日
付
を
起
算
点
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
法
典
二
二
五
四
条
一
項
の
文
言
か
ら
は

起
算
点
の
変
更
を
導
く
の
は
難
し
い
と
し
な
が
ら
、
同
条
項
に
よ
れ
ば
時
効
期
間
は
一
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
範
囲
で
短
縮
又
は
伸
長

で
き
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
合
意
に
よ
っ
て
履
行
期
を
起
算
点
と
す
る
五
年
間
の
時
効
期
間
を
定
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る

見
解
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
意
に
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
起
算
点
が
確
定
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
期
間
と
起
算
点
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
同
条
項
が
期
間
の
変
更
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
起
算
点
の
変
更
を
認
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め
た
に
等
し
い
と
し
た
う
え
で
、
起
算
点
を
債
権
者
が
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
時
よ
り
も
前
の
時
点
に
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
も
し
こ
の
時
点
を
起
算
点
と
し
た
と
し
て
も
、
時
効
の
進
行
が
停
止
す
る
た
め
、
無
意
味
で
あ
る
と
す
る
見
解

も
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
起
算
点
の
変
更
を
停
止
事
由
の
追
加
に
関
す
る
二
二
五
四
条
二
項
の
解
釈
問
題
と
捉
え
、
二
〇
年
の
上
限
期
間

（
民
法
典
二
二
三
二
条
一
項
）
の
制
限
を
受
け
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
か
つ
て
の
判
例
上
（【
判
例
②
】【
判
例
③
】）、

債
権
発
生
後
か
つ
時
効
期
間
進
行
中
に
の
み
停
止
に
関
す
る
合
意
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
反
対
解
釈
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
改
正

前
は
、
時
効
期
間
を
遅
ら
せ
る
合
意
は
、
契
約
締
結
時
（
時
効
の
起
算
開
始
前
）
に
し
か
な
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
禁
止
さ
れ
て
い
た

と
理
解
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
現
行
法
の
立
法
者
は
、
同
条
一
項
の
「durée

」
と
い
う
文
言
を
時
効
期
間
の
長
さ
と
い
う
意
味
で
の

み
用
い
て
い
る
と
し
て
、
起
算
点
の
変
更
は
同
条
一
項
の
問
題
で
は
な
く
、
同
条
二
項
の
停
止
事
由
の
追
加
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
起
算
点
を
遅
ら
せ
る
合
意
が
可
能
で
あ
り
、
例
え
ば
、
継
続
的
契
約
関
係
に
お
い
て
契
約
関

係
終
了
時
を
時
効
の
起
算
点
と
す
る
条
項
は
、
履
行
期
と
時
効
の
起
算
点
と
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
当
事
者
が
時
効
完
成

を
恐
れ
て
急
い
で
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
を
回
避
で
き
、
ま
た
、
経
済
的
依
存
状
態
に
あ
る
当
事
者
が
契
約
関
係
継

続
中
に
権
利
行
使
を
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
も
う
ま
く
対
応
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
、
起
算
点
を
主
観
的
起
算
点
（
民
法

典
二
二
二
四
条
）
よ
り
も
早
め
て
権
利
発
生
時
と
す
る
合
意
も
、
時
機
に
遅
れ
た
権
利
行
使
を
阻
止
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
権
利
発

生
時
を
起
算
点
と
す
る
二
〇
年
の
上
限
期
間
（
民
法
典
二
二
三
二
条
）
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ

う
な
合
意
は
、
契
約
当
事
者
が
権
利
行
使
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
う
ち
に
自
ら
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
た

上
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
条
項
の
中
に
そ
の
旨
を
わ
か
り
や
す
く
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

権
利
発
生
前
ま
で
起
算
点
を
早
め
る
こ
と
は
、
債
権
者
の
訴
権
行
使
の
可
能
性
を
奪
う
も
の
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
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（
ｃ
）
停
止
及
び
中
断
事
由
を
削
除
す
る
合
意
の
可
否

　

合
意
に
よ
る
停
止
及
び
中
断
事
由
の
削
除
は
、
民
法
典
二
二
五
四
条
二
項
の
反
対
解
釈
に
よ
り
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
が
一
般
的

な
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
合
意
に
よ
る
停
止
及
び
中
断
事
由
の
削
除
は
改
正
前
か
ら
承
認
さ
れ
て
き
た
時
効
期
間
の
短
縮
を
も

た
ら
す
が
、
二
〇
〇
八
年
改
正
に
よ
り
時
効
期
間
を
短
縮
で
き
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
た
め
、
停
止
及
び
中
断
事
由
の
削
除
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
あ
え
て
規
定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
が
不
可
能
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
の
見
解
も
主

張
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
二
〇
〇
八
年
改
正
が
普
通
時
効
期
間
を
大
幅
に
短
期
化
し
た
こ
と
に
着
目
し
、
改
正
法
が
停
止
及
び
中
断
事
由
を
増
や
し

た
こ
と
は
時
効
期
間
の
短
期
化
の
代
償
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
意
に
よ
っ
て
削
除
で
き
る
と
す
る
と
権
利
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
不
当

な
結
果
と
な
る
と
い
う
実
質
的
理
由
か
ら
、
停
止
及
び
中
断
事
由
の
削
除
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
。

（
ｄ
）
い
か
な
る
停
止
及
び
中
断
事
由
が
追
加
さ
れ
得
る
か

　

合
意
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
る
停
止
及
び
中
断
事
由
と
し
て
は
、
保
険
法
典
Ｌ
．
一
一
四
─
二
条
が
既
に
中
断
事
由
と
し
て
法
定
し
て

い
る
よ
う
に
、
受
取
通
知
付
書
留
郵
便
に
よ
る
中
断
を
定
め
る
条
項
や
、【
判
例
④
】
が
認
め
た
普
通
郵
便
に
よ
る
中
断
、
民
法
典
新

二
二
三
八
条
に
定
め
ら
れ
る
調
停
又
は
斡
旋
に
よ
る
停
止
よ
り
も
早
い
時
点
か
ら
時
効
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
、
調
停
に
も
斡

旋
に
も
当
た
ら
な
い
単
な
る
交
渉
に
よ
る
停
止
等
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
（
三
1
（
3
））、
日
本
法
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
裁
判
外
の
請
求
（
催
告
）
に
よ
る
時
効
の

（
暫
定
的
）
中
断
（
民
一
五
三
条
。
改
正
法
案
で
は
完
成
猶
予
〔
法
案
一
五
〇
条
〕）
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
単
な
る
請
求
書
の
郵

送
に
よ
っ
て
時
効
を
中
断
さ
せ
る
合
意
が
既
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
改
正
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
上
限
期
間
（
民
法
典
二
二
三
二
条
一

項
）
に
よ
っ
て
権
利
が
永
久
に
時
効
に
か
か
ら
な
く
な
る
危
険
が
な
く
な
っ
た
が
、
学
説
に
は
、
債
権
者
と
称
す
る
者
の
一
方
的
な
請
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求
に
よ
っ
て
債
務
者
と
さ
れ
る
者
が
当
該
権
利
の
正
統
性
を
争
う
機
会
の
な
い
ま
ま
時
効
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
間

の
不
平
等
を
生
じ
る
と
し
、
単
な
る
催
告
に
中
断
効
を
認
め
る
条
項
を
作
成
す
る
際
に
は
、
中
断
効
が
催
告
の
後
に
一
年
以
内
に
訴
訟

提
起
が
な
け
れ
ば
効
力
を
失
う
等
の
措
置
を
取
っ
て
お
く
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
改
正
法
案
で
は
協
議
を
行
う
旨
の
書
面
に
よ
る
合
意
が
完
成
猶
予
事
由
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
（
法
案
一

五
一
条
）、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
交
渉
に
よ
る
停
止
又
は
中
断
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
実
は
、
二
〇
〇
八
年
改
正
の
際
、
当
事
者
に
よ

る
誠
実
な
交
渉
を
時
効
の
起
算
及
び
進
行
停
止
事
由
と
す
る
案
は
元
老
院
に
当
初
提
出
さ
れ
た
原
案
に
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
裁

判
外
紛
争
解
決
を
停
止
事
由
に
加
え
る
こ
と
は
時
効
期
間
の
短
期
化
の
代
償
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
も
の
の
、「
誠
実
な
交
渉
」
と
い

う
概
念
の
不
明
確
性
が
紛
争
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
法
的
安
全
の
見
地
か
ら
一
定
の
形
式
化
さ
れ
た
手
続
（
調
停
）
の
み
を
停
止

事
由
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
交
渉
を
停
止
又

は
中
断
事
由
と
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
民
法
及
び
改
正
法
案
に
お
い
て
法
定
の
（
暫
定
的
）
中
断
事
由
な
い
し
完
成
猶
予
事
由
で
あ
る
裁
判
外
の
請
求

（
催
告
）
や
協
議
開
始
の
合
意
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
法
定
の
停
止
・
中
断
事
由
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
各

事
由
の
追
加
が
そ
の
欠
を
埋
め
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
合
意
の
自
由
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
し
も
訴
訟
提
起
準

備
行
為
や
裁
判
外
紛
争
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
簡
易
な
方
法
に
よ
っ
て
、
重
い
効
果
（
中
断
効
）
が
生
じ
る
危
険
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。

（
4
）
小
括

　

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
時
効
制
度
は
、
か
つ
て
は
社
会
平
和
と
い
う
目
的
の
も
と
で
事
実
状
態
を
安
定
化
す
る
た
め
の
道
具
立
て

と
し
て
一
般
利
益
を
根
拠
と
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
自
ら
の
利
益
を
自
由
に
規
律
で
き
る
権
能
が
権
利
主
体
に
委
ね
ら
れ
た
私
的

利
益
の
た
め
の
制
度
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
し
て
、
時
効
に
お
け
る
契
約
自
由
の
発
展
は
時
効
制
度
の
重
要
な
変
化
の
表
れ
で
あ
る
と
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指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
日
本
に
お
い
て
時
効
に
お
け
る
合
意
を
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
言
説
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
法

に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
改
正
に
よ
っ
て
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
し
て
合
意
の
自
由
を
急
激
に
拡
大
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来
す
で
に
、
期
間
短
縮
の
合
意
に
加
え
て
、
停
止
及
び
中
断
事
由
の
追
加
が
、
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
認
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

時
効
期
間
の
間
接
的
延
長
が
許
容
さ
れ
て
い
た
の
は
、
時
効
期
間
が
極
め
て
短
期
の
事
案
に
お
い
て
停
止
及
び
中
断
事
由
を
追
加
し

て
も
、
権
利
を
「
永
久
の
権
利
」
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
民
法
典
旧
二
二
二
〇
条
に
よ
る
時
効
利
益
の
事
前

放
棄
禁
止
の
趣
旨
。【
判
例
①
】
参
照
）。
つ
ま
り
、
改
正
前
は
、
権
利
を
「
永
久
の
権
利
」
に
し
て
し
ま
う
限
界
と
し
て
の
三
〇
年
の

普
通
時
効
期
間
が
公
序
と
し
て
の
上
限
期
間
で
あ
り
、
そ
の
枠
内
で
、
時
効
期
間
の
伸
長
の
合
意
以
外
の
方
法
で
、
当
事
者
間
で
利
益

調
整
を
行
う
こ
と
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
改
正
に
よ
っ
て
期
間
を
伸
長
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
、
普
通
時
効
期
間
の
著
し
い

短
期
化
（
五
年
）
に
伴
う
当
事
者
間
の
利
益
調
整
の
要
請
に
応
え
た
に
す
ぎ
ず
、
停
止
及
び
中
断
事
由
の
追
加
の
延
長
線
上
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
い
え
る
。
時
効
期
間
の
伸
長
の
上
限
は
一
〇
年
で
あ
り
、
中
断
や
停
止
に
よ
っ
て
も
二
〇
年
を
超
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
、

権
利
が
「
永
久
の
権
利
」
と
な
る
危
険
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
時
効
制
度
に
お
い
て
は
、
当
事
者
間
の
利
益
調
整
を
す

る
手
段
と
し
て
の
合
意
の
自
由
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
整
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
当
事
者
に
よ
る
利
益
調
整
と
し
て
の
合
意
の
自
由
を

広
く
認
め
る
背
後
に
は
、
そ
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
の
多
く
の
禁
止
規
定
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四 

お
わ
り
に

　

以
上
の
フ
ラ
ン
ス
法
の
分
析
は
、
改
正
が
実
現
し
た
後
の
わ
が
国
の
解
釈
論
に
い
か
な
る
示
唆
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
か
。
時
効
の
援

（
99
）
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用
と
時
効
利
益
の
放
棄
が
債
務
者
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、
日
本
の
時
効
制
度
が
社
会
の
法
律
関
係
の
安
定

と
い
う
公
益
の
み
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

改
正
法
案
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
比
較
し
て
短
縮
幅
は
狭
い
も
の
の
、
普
通
時
効
期
間
が
一
〇
年
（
民
一
六
七
条
一
項
）
か
ら
五

年
（
法
案
一
六
六
条
一
項
一
号
）
に
短
期
化
さ
れ
、
短
期
時
効
期
間
（
民
一
七
〇
～
一
七
四
条
）
の
削
除
に
よ
り
時
効
期
間
が
画
一
化

さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
、
当
事
者
に
よ
る
合
意
の
必
要
性
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

こ
の
観
点
か
ら
は
、
期
間
の
伸
長
及
び
短
縮
の
合
意
を
許
容
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
法
律
関
係
の
安
定
の
た

め
に
権
利
行
使
の
上
限
期
間
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
伸
長
と
短
縮
の
い
ず
れ
の
合
意
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
間
の

力
関
係
の
不
均
衡
に
基
づ
く
濫
用
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
序
良
俗
や
不
当
条
項
規
制
で
こ
れ
を
賄
い
き
れ
る
の
か
新
た
な
立
法

が
必
要
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
時
効
期
間
の
合
意
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
起
算
点
や
時
効
障
害
事
由
の
合
意
に
よ
る
変
更
を
認
め
る
か
と
い
う
問
題
に
も
つ

な
が
り
得
る
。
し
か
し
、
時
効
障
害
事
由
を
追
加
す
る
特
約
は
従
来
必
要
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
そ
の
必
要
性
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　

日
本
法
に
お
い
て
は
、
一
方
で
、
従
来
の
権
利
行
使
困
難
型
の
停
止
な
い
し
完
成
猶
予
事
由
を
限
定
列
挙
と
解
す
る
こ
と
は
、
支
持

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
裁
判
外
の
請
求
（
催
告
）
に
よ
る
暫
定
的
中
断
な
い
し
完
成
猶
予
（
民
一
五
三
条
、
法
案
一
五
〇
条
）、
協
議

開
始
の
合
意
に
よ
る
完
成
猶
予
（
法
案
一
五
〇
条
）、
ま
た
、
各
種
の
裁
判
外
紛
争
処
理
手
続
の
利
用
に
よ
る
暫
定
的
中
断
に
よ
っ
て
、

訴
訟
準
備
行
為
と
し
て
の
権
利
行
使
や
裁
判
外
で
の
紛
争
解
決
の
試
み
に
対
す
る
必
要
十
分
な
手
当
て
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
紛
争
解
決
方
法
の
選
択
に
関
す
る
当
事
者
の
私
的
自
治
が
、
法
定
の
時
効
障
害
事
由
の
中
で
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

停
止
な
い
し
完
成
猶
予
の
効
果
は
、
そ
の
事
由
が
時
効
完
成
間
際
に
生
じ
た
場
合
に
最
低
限
の
猶
予
期
間
を
付
与
す
る
こ
と
に
と
ど
め

（
100
）

（
101
）

（
102
）

（
103
）
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ら
れ
て
お
り
、
い
っ
た
ん
進
行
を
開
始
し
た
時
効
に
つ
い
て
の
計
算
可
能
性
の
確
保
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
時
効
障
害
（
と
く
に
停
止

な
い
し
完
成
猶
予
）
は
、
日
本
の
時
効
法
の
特
長
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
効
障
害
事
由
の
リ
ス
ト
の
透
明
性
と

時
効
の
計
算
可
能
性
を
覆
し
て
ま
で
、
当
事
者
の
合
意
を
優
先
す
べ
き
理
由
は
見
出
し
が
た
い
。

　

改
正
法
を
前
提
と
す
る
時
効
に
お
け
る
合
意
の
あ
り
方
は
、
時
効
制
度
全
体
の
構
造
と
取
引
社
会
の
要
請
に
つ
い
て
の
明
確
な
見
通

し
に
基
づ
い
て
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
六
日
公
布
の
債
務
法
現
代
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
時
効
法
が
改
正
さ
れ
た
。
か
つ
て
、

法
律
行
為
に
よ
っ
て
消
滅
時
効
の
完
成
を
容
易
に
す
る
こ
と
の
み
を
認
め
、
時
効
の
排
除
又
は
時
効
完
成
を
困
難
に
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た

が
（
旧
二
二
五
条
）、
改
正
に
よ
り
、
故
意
に
基
づ
く
責
任
の
場
合
を
除
き
時
効
完
成
を
予
め
容
易
に
す
る
合
意
を
認
め
、
法
定
の
起
算
点
か
ら

三
〇
年
を
上
限
と
し
て
時
効
完
成
を
困
難
に
す
る
合
意
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
現
二
〇
二
条
）。
ド
イ
ツ
の
時
効
法
改
正
の
全
体
像
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
の
新
消
滅
時
効
法
」
金
山
直
樹
編
『〔
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
二
号
〕
消
滅
時
効
法
の
現
状
と
改
正
提
言
』（
商
事
法
務
、

二
〇
〇
八
年
）
一
五
六
頁
以
下
及
び
拙
訳
「
ド
イ
ツ
民
法
典
」
同
書
二
三
五
頁
以
下
を
参
照
。

　

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
世
界
的
動
向
に
つ
い
て
は
、
鹿
野
菜
穂
子
「
時
効
と
合
意
」
金
山
編
・
同
書
五
三
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
法
の
改
正
内
容
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
金
山
直
樹
＝
香
川
崇
「
フ
ラ
ン
ス
の
新
時
効
法
─
─
混
沌
か
ら
の
脱
却
の
試
み
」
金
山
編
・

同
書
一
六
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。

岡
松
参
太
郎
『
註
釈
民
法
理
由
上
（
総
則
編
）』（
有
斐
閣
書
房
、
一
八
九
九
年
）
三
七
二
頁
、
富
井
政
章
『
改
訂
増
補
民
法
原
論
第
一
巻

（
総
論
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
二
二
年
）
六
四
〇
頁
、
鳩
山
秀
夫
『
法
律
行
為
乃
至
時
効
』（
巌
松
堂
、
一
九
一
〇
年
）
六
一
三
頁
、
我
妻
榮

『
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
Ⅰ
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
四
五
二
頁
、
幾
代
通
『
民
法
総
則
〔
第
二
版
〕』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八

四
年
）
五
四
〇
頁
。

　

時
効
利
益
の
事
前
放
棄
の
禁
止
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
実
体
法
説
及
び
訴
訟
法
説
の
各
立
場
か
ら
の
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
川
島
武
宜
編

『
注
釈
民
法
（
5
）
総
則
（
5
）』（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）
五
五
頁
〔
川
井
健
執
筆
〕
を
参
照
。

（
1
）

（
2
）
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時
効
中
断
・
停
止
事
由
を
削
除
す
る
な
ど
し
て
中
断
・
停
止
を
排
除
す
る
合
意
は
、
時
効
完
成
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

我
妻
・
前
掲
注
（
2
）
四
五
二
─
四
五
三
頁
、
幾
代
・
前
掲
注
（
2
）
五
四
八
─
五
四
九
頁
。

奥
田
昌
道
＝
安
永
正
昭
編
『
法
学
講
義
民
法
1
総
則
〔
第
二
版
〕』（
悠
々
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
三
二
頁
〔
松
久
三
四
彦
執
筆
〕、
内
田
貴

『
民
法
Ⅰ
〔
第
四
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
三
三
四
頁
、
佐
久
間
毅
『
民
法
の
基
礎
Ⅰ
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八

年
）
四
二
七
頁
、
山
本
敬
三
『
民
法
講
義
Ⅰ
総
則
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
六
〇
六
頁
。

奥
田
＝
安
永
編
・
前
掲
注
（
5
）
三
三
二
頁
〔
松
久
三
四
彦
執
筆
〕、
内
田
・
前
掲
注
（
5
）
三
三
四
頁
、
山
本
・
前
掲
注
（
5
）
六
〇
六

頁
。
も
っ
と
も
、
松
久
は
、
当
事
者
の
力
関
係
を
考
慮
し
て
、
時
効
完
成
を
困
難
に
す
る
合
意
が
有
効
と
な
り
、
ま
た
、
時
効
完
成
を
容
易
に
す

る
合
意
が
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
。

佐
久
間
・
前
掲
注
（
5
）
四
〇
七
─
四
〇
八
頁
。

河
上
正
二
『
民
法
総
則
講
義
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
五
二
八
─
五
二
九
頁
。

鹿
野
菜
穂
子
「
時
効
に
お
け
る
公
益
と
私
益
」
慶
應
法
学
一
二
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
二
八
二
─
二
八
三
頁
。
な
お
、
こ
の
見
解
も
時
効
期
間

以
外
の
事
項
（
起
算
点
、
中
断
・
停
止
事
由
）
の
合
意
を
広
く
認
め
る
こ
と
は
、
法
律
関
係
の
簡
明
性
に
問
題
を
生
じ
、
取
引
上
混
乱
を
も
た
ら

す
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
現
時
点
で
は
取
引
社
会
の
要
請
は
窺
わ
れ
な
い
と
す
る
（
二
八
四
頁
）。

金
山
直
樹
「
権
利
の
時
間
的
制
限
」
ジ
ュ
リ
一
一
二
六
号
（
一
九
九
八
年
）
二
三
三
─
二
三
四
頁
、
四
宮
和
夫
＝
能
見
善
久
『
民
法
総
則

〔
第
八
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
四
一
四
─
四
一
五
頁
。

「
時
効
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
」
金
山
編
・
前
掲
注
（
1
）
三
〇
六
─
三
〇
七
頁
。

な
お
、
改
正
法
案
六
三
七
条
は
、
仕
事
の
目
的
物
が
契
約
内
容
に
適
合
し
な
い
場
合
の
注
文
者
の
権
利
の
期
間
制
限
に
つ
い
て
、
注
文
者
が

そ
の
不
適
合
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以
内
に
注
文
者
に
通
知
義
務
を
課
し
、
そ
れ
を
怠
っ
た
場
合
に
は
不
適
合
を
理
由
と
す
る
請
求
権
等
を
失
権

す
る
と
し
、
制
限
期
間
内
の
通
知
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
注
文
者
の
権
利
は
、
債
権
に
関
す
る
消
滅
時
効
の
一
般
ル
ー
ル
に
よ
る
と
し
た
（
民
法

（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
75
Ａ
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
の
た
た
き
台
（
9
）」
三
八
頁
）。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
担
保

責
任
の
存
続
期
間
の
伸
長
に
関
す
る
現
行
六
三
九
条
は
削
除
さ
れ
る
。

「
時
効
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
」
金
山
編
・
前
掲
注
（
1
）
三
〇
七
頁
。

「
時
効
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
」
金
山
編
・
前
掲
注
（
1
）
三
一
九
頁
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
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）

（
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）

（
14
）
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基
本
方
針
Ⅲ
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
九
頁
。

民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
14
─
2
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
検
討
事
項
（
9
）
詳
細
版
」
一
五
─
一
六
頁
。

民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
54
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
た
た
き
台
（
2
）（
概
要
付
き
）」
一
九
頁
に
お
い

て
、「
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
論
点
」
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
12
回
会
議
議
事
録
（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
〇
日
）」（
以
下
で
は
、「
第
12
回
議
事
録
」
と
呼

ぶ
）
三
〇
頁
〔
高
須
順
一
幹
事
発
言
〕、「「
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
20
回
会
議
議
事
録
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
四
日
）」（
以

下
で
は
、「
第
20
回
議
事
録
」
と
呼
ぶ
）
四
二
頁
〔
岡
正
晶
発
言
〕。

「
第
12
回
議
事
録
」
二
三
頁
〔
鹿
野
菜
穂
子
発
言
〕。
な
お
、「
第
12
回
議
事
録
」
二
七
─
二
八
頁
〔
沖
野
眞
巳
発
言
〕、
二
五
頁
〔
道
垣
内

弘
人
発
言
〕、
三
一
頁
〔
山
本
敬
三
発
言
〕
も
明
言
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
立
場
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

労
働
契
約
上
優
越
的
地
位
に
あ
る
雇
用
主
が
そ
の
優
越
的
地
位
を
利
用
し
て
、
強
行
規
定
で
あ
る
労
働
基
準
法
一
一
五
条
に
よ
っ
て
時
効
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
債
権
（
賃
金
、
災
害
補
償
そ
の
他
の
請
求
権
の
二
年
、
退
職
手
当
の
請
求
権
の
五
年
）
以
外
の
債
権
や
、
業
務
上
災
害
に

関
す
る
民
事
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
雇
用
主
自
身
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
時
効
期
間
を
短
縮
し
、
ま
た
、
雇
用
主
が
債
権
者
と

な
る
債
権
に
つ
い
て
は
時
効
期
間
の
伸
長
を
合
意
す
る
こ
と
を
強
制
し
、
こ
の
よ
う
な
合
意
を
し
な
い
労
働
者
を
雇
用
し
な
い
と
い
う
恐
れ
が
出

て
く
る
こ
と
が
、
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
（「
第
12
回
議
事
録
」
一
三
─
一
四
頁
〔
新
谷
信
幸
発
言
〕）。

「
第
12
回
議
事
録
」
二
七
─
二
八
頁
〔
沖
野
眞
巳
発
言
〕。

「
第
12
回
議
事
録
」
二
三
─
二
四
頁
〔
鹿
野
菜
穂
子
発
言
〕、
二
七
─
二
八
頁
〔
沖
野
眞
巳
幹
事
発
言
〕。

「
第
12
回
議
事
録
」
三
〇
頁
〔
高
須
順
一
発
言
〕、「
第
20
回
議
事
録
」
四
二
頁
〔
岡
正
晶
発
言
〕。

「
第
12
回
議
事
録
」
三
〇
頁
〔
岡
正
晶
発
言
〕。

「
第
12
回
議
事
録
」
二
五
頁
〔
道
垣
内
弘
人
発
言
〕、
三
一
頁
〔
山
本
敬
三
幹
事
発
言
〕。

「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」（
二
〇
一
三
年
四
月
一
二
日
決
定
〔
同
年
六
月
三
日
補
訂
〕）
一
一
四
頁
。

民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
資
料
31
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
論
点
の
検
討
（
4
）」
一
六
頁
。

「
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
34
回
会
議
議
事
録
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
日
）」（
以
下
で
は
、「
34
回
議
事
録
」
と
呼
ぶ
）

三
七
頁
〔
岡
本
雅
弘
委
員
発
言
〕。

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）



時効における合意の自由﻿

（阪大法学）66（3・4-213）　669 〔2016.11〕

「
第
34
回
議
事
録
」
四
五
頁
〔
沖
野
眞
巳
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
四
二
頁
〔
深
山
雅
也
発
言
〕。

そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
19
）
を
参
照
。

「
第
34
回
議
事
録
」
三
二
─
三
三
頁
〔
筒
井
健
夫
が
読
み
上
げ
た
安
永
貴
夫
の
意
見
〕。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
労
働
基
準
法
一
一
五
条
が
所

定
の
債
権
の
時
効
期
間
を
定
め
た
強
行
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
背
後
に
は
、
そ
の
他
の
債
権
に
つ
い
て
は
原
則
可
能
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な

っ
て
い
る
と
理
解
可
能
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（「
第
34
回
議
事
録
」
三
八
頁
〔
道
垣
内
弘
人
発
言
〕）。

「
第
34
回
議
事
録
」
三
五
頁
、
三
九
─
四
〇
頁
〔
山
川
隆
一
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
三
九
頁
〔
高
須
順
一
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
四
二
、
四
五
─
四
六
頁
〔
中
井
康
之
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
四
一
頁
〔
松
本
恒
雄
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
四
一
頁
〔
松
本
恒
雄
発
言
〕、
四
二
頁
〔
深
山
雅
也
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
四
五
頁
〔
中
原
裕
彦
発
言
〕。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
債
権
に
付
着
し
た
抗
弁
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、

債
務
者
が
そ
の
抗
弁
を
債
権
者
に
対
抗
で
き
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
譲
渡
禁
止
特
約
（
現
四
六
六
条
二
項
）
の
よ
う
に
第
三
者
に
対
す
る
対
抗

を
制
限
す
る
可
能
性
も
立
法
論
と
し
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
鹿
野
・
前
掲
注
（
9
）
二
八
一
頁
注
51
）。

「
第
34
回
議
事
録
」
四
六
頁
〔
佐
藤
則
夫
発
言
〕。

「
第
34
回
議
事
録
」
三
七
頁
〔
岡
本
雅
弘
発
言
〕、
四
一
─
四
二
頁
〔
佐
成
実
発
言
〕。

A
. Collin et H

. Capitant, Cours élém
entaire de droit civil français, t. 2, 6

èm
e éd., 1931, p. 137 et s.

Cass. civ. 1 février 1853, D
. P. 1853. 1. 77 ; Cass. civ. 16 janvier 1865, D

. P. 1865. 1. 12.

等
。

Cass. civ. 4 décem
bre 1895, D

. P. 1896, 1, 241, note par L. Sarrut.
Cass. civ. 4 décem

bre 1895, supra note (42).

銀
行
間
の
国
際
取
引
か
ら
生
じ
た
債
権
の
時
効
期
間
に
関
す
る
準
拠
法
と
さ
れ
た
外
国
法
（
ノ
ル
ウ
ェ
イ
法
）
上
定
め
ら
れ
た
時
効
期
間

（
三
年
間
）
の
適
用
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
破
毀
院
民
事
部
一
九
五
〇
年
一
月
三
一
日
（JCP 1950, II, 5541 ; note A

. W
eill

）
も
、
民
法

典
旧
二
二
二
〇
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
同
旨
を
述
べ
る
。

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）
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Cass. req. 22 juin 1853, D
. P. 1853. 1. 302.

Cass. 1
re civ., 13 m

ars 1968, n
o 65-14. 515, Bull. civ. I, n

o 98, JCP 1969, II, 15903, note R. Prieur.
　

Ｘ
の
Ｙ
（
公
証
人
担
保
金
庫
）
に
対
す
る
、
抵
当
権
実
行
の
た
め
に
公
証
人
（
Ａ
）
に
預
託
し
た
金
銭
の
返
還
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
預
託
金

返
還
請
求
権
の
時
効
期
間
は
公
証
人
の
不
履
行
時
か
ら
二
年
間
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
時
効
期
間
経
過
前
に
い
っ
た
ん
預
託
金
返
還

を
請
求
し
た
際
、
Ｙ
が
、
高
利
貸
の
Ｘ
に
対
す
る
別
訴
の
終
了
ま
で
返
還
を
猶
予
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
回
答
し
、
そ
の
ま
ま
別
訴
係
属
中
に
時

効
期
間
が
経
過
し
た
後
に
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
本
件
預
託
金
返
還
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
に
関
す
る
判
決
で
あ
る
。

R. Prieur, note, JCP 1969, II, 15903.

二
〇
〇
八
年
改
正
後
の
時
効
中
断
事
由
は
、
承
認
（
民
法
典
二
二
四
〇
条
）、
裁
判
上
の
請
求
・
レ
フ
ェ
レ
手
続
（
同
二
二
四
一
条
）
及
び

強
制
執
行
（
同
二
二
四
四
条
）
で
あ
る
。

一
八
〇
四
年
民
法
典
制
定
以
降
の
時
効
中
断
事
由
の
立
法
及
び
解
釈
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
香
川
崇
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
消
滅
時
効
の
中

断
（
一
）」
富
大
経
済
論
集
五
九
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
〇
七
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
消
滅
時
効
の
中
断
（
二
・
完
）」
富
大
経

済
論
集
五
九
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
〇
一
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

抵
当
権
者
の
抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
に
対
す
る
弁
済
の
催
告
（
民
法
典
旧
二
一
六
九
条
）
が
抵
当
権
の
時
効
を
中
断
さ
せ
る
と
し
た
判

例
（Cass. req. 27 décem

bre 1854, D
. P. 1855. 1. 52.

）
が
あ
る
。

G. Boissonade, Projet de Code civil pour lʼem
pire du Japon accom

pagné dʼun com
m

entaire, t. 5, des preuves et de la 
prescription, 1889, n

o 298, p. 315.
G. Boissonade, supra note (51), n

o 298, p. 315.

「
第
十
回
法
典
調
査
会
議
事
速
記
録
（
明
治
二
七
年
五
月
八
日
）」『
民
法
典
議
事
速
記
録
一
〔
商
事
法
務
版
〕』
四
一
九
・
四
四
五
頁
〔
梅

謙
次
郎
発
言
〕。

Cass. req. 18 m
ars 1890, S. 1893. 1. 139.

Cass. req. 26 octobre 1896, D
. P. 1897. 1. 5, note C. K

oehler.
G. Baudry-Lacantinerie et A

. T
issier, T

raité théorique et pratique de droit civil, t. 28, 3
èm

e éd., 1905, n
o 485, p. 370 et s.

M
. Planiol et G. Ripert, avec le concours de P. Esm

ein, T
raité pratique de droit civil français, t. 7, 1

re éd., 1931, n
o 1368.

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）
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Cass. 1re civ. 25 juin 2002, n
o 00-14.590, Bull. civ. I, n

o 174, D
. 2003. 155, note Stoffel-M

unck, RT
D

 civ. 2012. 815, ops. 
M

estre et Fages ; 

香
川
崇
「
時
効
中
断
事
由
の
合
意
に
よ
る
創
設
」
松
川
正
毅
他
編
『
判
例
に
み
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
軌
跡
』（
法
律
文
化
社
、

二
〇
一
二
年
）
二
八
五
頁
以
下
。

Ph. Stoffel-M
unck, supra note (58), D

. 2003, p. 155, n
o 1 et n

o 5.
Ph. Stoffel-M

unck, supra note (58), D
. 2003, p. 155, n

o 9 et s..
P. Catala, A

vant-projet de réform
e du droit des obligations et de la prescription, M

inistère de la Justice, 2006, p. 196, 
par Ph. M

alaurie.
P. Catala, supra note (61), p. 196, par Ph. M

alaurie.

マ
ロ
リ
ー
草
案
二
二
七
八
条
一
項　

し
か
し
な
が
ら
、
人
道
に
反
す
る
犯
罪
に
関
す
る
訴
権
を
除
き
、
全
て
の
訴
権
は
、
そ
の
目
的
、
起
算

点
、
中
断
、
停
止
、
及
び
期
間
を
修
正
す
る
合
意
（les conventions qui en m

odifient la durée

）
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
発
生
原
因
か
ら

一
〇
年
で
時
効
に
か
か
る
。

Rapport du groupe de travail de la Cour de cassation sur lʼavant-projet de réform
e du droit des obligations et de la 

prescription, 15 juin 2007, n
o 99.

（https://w
w

w
.google.co.jp/search?sourceid=navclient&

hl=ja&
ie=U

T
F-8&

rlz=1T
4N

D
K

B_
jaJP584JP584&

q=rapport+cour+de+cassation+sur+avant-projet+Catala

）

Proposition de loi, n
o 432, Sénat, session extraordinaire de 2006-2007, par J.-J. H

yest, p. 16, A
rt. 3.

（http://w
w

w
.senat.

fr/leg/ppl06-432.pdf

）

Rapport, Sénat n
o 83, session ordinaire de 2007-2008, par L. Béteille, p. 52.

（http://w
w

w
.senat.fr/rap/l07-083/l07-

0831.pdf

）

Rapport dʼinform
ation, Sénat n

o 338, session ordinaire de 2006-2007, par J.-J. H
yest, H

. Portelli et R. Y
ung, p. 98 et s.

（https://w
w

w
.senat.fr/rap/r06-338/r06-3381.pdf

）; Rapport, Sénat n
o 83, supra note (66), p. 52 et s., p. 55 et s.

金
山
＝
香
川
・
前
掲
注
（
1
）
一
七
〇
頁
。

　

二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
法
に
よ
る
民
法
上
の
時
効
規
定
の
訳
は
、
金
山
直
樹
＝
香
川
崇
訳
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
」
金
山
編
・
前
掲
注

（
1
）
二
四
三
─
二
四
九
頁
を
参
照
し
た
。

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）

（
69
ａ
）
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な
お
、
上
限
期
間
の
適
用
さ
れ
な
い
訴
権
と
し
て
、
人
身
損
害
の
賠
償
を
目
的
と
す
る
民
事
責
任
訴
権
、
拷
問
等
を
原
因
と
す
る
民
事
責

任
訴
権
、
不
動
産
に
関
す
る
物
的
訴
権
、
人
の
身
分
に
関
す
る
訴
権
、
ま
た
、
上
限
期
間
の
適
用
さ
れ
な
い
時
効
障
害
事
由
と
し
て
、
二
二
三
三

条
所
定
の
起
算
点
延
期
事
由
、
裁
判
上
の
請
求
と
強
制
執
行
に
よ
る
中
断
が
あ
る
（
民
法
典
二
二
三
二
条
二
項
）。

L. Leuveneur, Le nouvelle article 2254 du Code civil, M
élanges Ch. Larroum

m
et, Econom

ica, 2010, n
o 4, p. 285 ; J. 

François, traité de droit civil sous la direction de Christian Larroum
et, t. 4, Les obligations régim

e général, 3
èm

e éd., 2013, 
n

o 177, p. 181.
J. K

lein, le point de départ de la prescription, thèse, préface par N
. M

olfessis, Econom
ica, 2013, n

o 662, p. 490.

「
賃
金
、
定
期
金
、
定
額
小
作
料
、
賃
料
、
賃
借
人
の
負
担
費
用
」
の
時
効
に
関
す
る
合
意
の
禁
止
は
、
元
老
院
第
一
読
会
に
よ
る
修
正
提

案
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
。A

m
endem

ents déposés sur le texte de la com
m

ission n
o 432 (2006-2007).

（http://w
w

w
.senat.fr/

am
endem

ents/2006-2007/432/A
m

dt_8.htm
l

）

「
扶
養
定
期
金
、
貸
金
利
息
に
関
す
る
支
払
訴
権
又
は
返
還
訴
権
」
は
国
民
議
会
第
一
読
会
の
修
正
案
で
追
加
さ
れ
た
。Rapport, A

s-
sem

blée nationale, n
o 847, par É. Blessig, p. 56.

（http://w
w

w
.assem

blee-nationale.fr/13/pdf/rapports/r0847.pdf

）

Rapport dʼinform
ation, Sénat n

o 338, supra note (67), p. 98 et s ; Rapport, Sénat n
o 83, supra note (66), p. 55 et s.

差
別
に
対
す
る
闘
い
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
へ
の
適
合
規
定
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
の
元
老
院
第
一
読
会
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
時
効
規
定
の
新
設
が
提
案
さ
れ
（J. O

. D
ébats Sénat, séance du 9 avril 2008, p. 1576.

）、
時
効
法
改
正
法
に
関
す
る
国
民
議
会
第
一
読

会
の
修
正
案
で
追
加
さ
れ
た
（Rapport, A

ssem
blée nationale, n

o 847, supra note (73), p. 20 et s.

）。

L. Leveuneur, supra note (70), n
o 13, p. 294 et s.

S. A
m

rani-M
ekki, Liberté, sim

plicité, efficacité, la nouvelle devise de la prescription?.-A
 propos de la loi du 17 juin 

2008, JCP G, I 160, 2008, n
o 22.

J. Flour, K
.-L. A

ubert et E. Savaux, Les obligations 3. Le rapport dʼobligation, 9
èm

e éd., Sirey, 2015, n
o 503, p. 495.

ク
ラ
ン
は
、
起
算
点
の
変
更
に
関
し
て
、
事
業
者
間
取
引
に
お
け
る
濫
用
的
条
項
に
つ
い
て
商
法
典
Ｌ
．
四
四
二
─
六
条
Ⅰ
二
号
が
適
用
可

能
で
あ
る
と
す
る
（J. K

lein, supra note (71), n
o 667, p. 496.

）。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
製
造
者
、
商
人
、
職
人
、
手
工
業
者
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
者
に
よ
る
「
取
引
の
相
手
方
に
当
事
者
の
権
利
及
び
義
務
に
お
け
る
著
し
い
不
均
衡
を
生
じ
さ
せ
る
債
務
を
負
わ
せ
、
負
わ
せ
よ
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う
と
す
る
」
行
為
に
つ
い
て
、
行
為
者
は
責
任
を
負
い
、
そ
の
所
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
規
定
の
改
正
過
程

の
議
論
、
要
件
及
び
効
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
澤
彩
「
事
業
者
間
契
約
に
お
け
る
不
当
条
項
規
制
を
め
ぐ
る
立
法
論
的
視
点
⑴
─
─
近
時
の

フ
ラ
ン
ス
法
を
素
材
に
─
─
」
法
学
志
林
一
〇
八
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

F. T
erré, Ph. Sim

ler et Y
. Lequette, D

roit civil Les obligations, 11
èm

e éd. D
alloz, 2013, n

o 1501, p. 1543.
J. François, supra note (70), n

o 178, p. 181 et s.
Ph. M

alaurie, L. A
ynès et Ph. Stoffel-M

unck, D
roit des obligations, 7

èm
e éd., LGD

J-Lextenso, 2015, n
o 1226, p. 684.

J. K
lein, supra note (71), n

o 663, p. 493.
L. Leveneur, supra note (70), n

o 8, p. 290 et s.
X

. Legarde, Les am
énagem

ents conventionnels des règles de prescription, in M
. Bourassin et J. Revil (dir.), Réform

e 
du droit civil et cie des affaires, D

alloz, 2014, p. 181 et s.
J. K

lein, supra note (71), n
o 661, p. 489.

J. K
lein, supra note (71), n

o 663, p. 491 et s.
J. K

lein, supra note (71), n
o 668, p. 496 et s.

J. K
lein, supra note (71), n

o 668, p. 497.
J. Flour, K

.-L A
ubert et E. Savaux, supra note (78) , n

o 513, p. 503 ; Ph. M
alaurie, L. A

ynès et Ph. Stoffel-M
unck, supra 

note (81), n
o 1226, p. 684.

Ph. H
oonakker, La disposition de la prescription, LPA

. 2 avril 2009, p. 19 et s., n
o 12.

L. Leveneur, supra note (70), n
o 6, p. 288.

も
っ
と
も
、
手
紙
の
送
付
が
普
通
郵
便
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
実
務
上
、
立
証
の
困
難
を
生
じ
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（L. Leveneur, supra note (70), n
o 5, p. 287

）。

Ph. H
oonakker, supra note (90), LPA

. 2 avril 2009, n
o 11, p. 19 et s ; L. Leveneur, supra note (70), n

o 5, p. 287.
X

. Legarde, supra note (84), p. 186 et s.

二
〇
〇
八
年
改
正
後
の
破
毀
院
判
例
に
お
い
て
も
、
示
談
の
た
め
の
交
渉
は
時
効
中
断
事
由
と
し
て
の
承
認
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
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（Cass. 1
re civ., 5 février 2014, n

o 13-10.791, Bull. civ. I, n
o 18, note J.-B. Perrier, JCP G, 2014, p. 504.

）。

Proposition de loi, Sénat, n
o 432, supra note (65), p. 15.

Rapport dʼinform
ation, Sénat n

o 338, supra note (67) p. 94 et s.; Rapport, Sénat n
o 83, supra note (66), p. 45 et s.

最
終
的

に
、
調
停
又
は
斡
旋
を
行
う
こ
と
の
合
意
に
つ
い
て
の
み
、
こ
れ
に
よ
る
時
効
の
進
行
停
止
を
認
め
る
民
法
典
二
二
三
八
条
と
し
て
結
実
し
た
。

Rapport, Sénat n
o 83, supra note (66), p. 27.

J. Flour, K
.-L. A

ubert et E. Savaux, supra note (78), n
o 503, p. 495.

鹿
野
・
前
掲
注
（
1
）
五
七
頁
。

さ
し
あ
た
り
、
二
重
時
効
期
間
構
成
の
長
期
時
効
期
間
（
一
〇
年
〔
法
案
一
六
六
条
一
項
二
号
〕）
を
法
律
関
係
の
安
定
の
た
め
の
権
利
行

使
の
上
限
期
間
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
時
効
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
」
金
山
編
・
前
掲
注
（
1
）
三
〇
七
頁
。

民
法
以
外
に
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
時
効
の
（
暫
定
的
）
中
断
効
を
付
与
す
る
法
律
と
し
て
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

二
五
条
、
個
別
労
働
紛
争
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
一
六
条
、
公
害
紛
争
処
理
法
三
六
条
の
二
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
に
つ
い
て
の
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に
よ
る
和
解
仲
介
手
続
の
利
用
に
係
る
時
効
の
中
断
の
特
例
に
関
す
る
法
律
二
条
が
あ
る
。
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